
中薬を扱う上で知っておきたい

薬機法

■日時 ：2022年11月3日（木・祝日）13：00～15：00

■会場 ：本草薬膳学院 教室及びオンライン(ZOOM)
■受講料：5,500円 ■定員（教室)：先着30名

中薬を使った
薬膳レシピの
提供を行っても
よいものなのか？

薬膳に基づいた
健康食品や料理を
販売するために

注意すべき点とは？

■お問合せ先■
本草薬膳学院 〒103-0026 東京都中央区日本橋兜町22番6号東京セントラルプレイス2階

TEL：03-6206-2751 E-mail:yakuzen@honzou.jp URL:https//www.honzou.jp/

■お申込み方法■ （どなたでもご参加できます！）

右記QRコード、もしくは本学院ホームページ（公開講座申込）よりお申込みください。
お申し込みをいただいた方には開講が決定次第、お振込みのご案内を差し上げます。
※お振込みいただいた受講料は返金出来ません。予めご了承ください。（申込締切：10月27日）

北里大学 東洋医学総合研究所 薬剤部にて30年間漢方薬の調剤に関わり,臨床を経験。北里大学 医
学部・薬学部、明治薬科大学の学生向け漢方医薬学の講義を通じ、後進の育成にも注力。現在は
同研究所の医療提携・広報室で商品開発や漢方の啓蒙活動に取り組んでいる。

講師：緒方千秋 先生 北里大学東洋医学総合研究所医療連携・広報室/薬剤師

薬膳を仕事にする際、
中薬を扱う上で注意を
しなければならない
こととは何か？

薬効の表記や表現
などで気を付けなければ

いけないことは
あるのか？

中薬を使って薬膳料理教室を
行う際、注意しなければ
いけないことは何か？

どのような中薬を使うと
薬機法に抵触するのか？

薬機法では
使っても良い、
使ってはいけない
中薬の区分はあるの

だろうか？

薬膳や中薬について
SNS等で発信する際、
気を付けるべき
ポイントは何か？


